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．磨選機型低速浄血機

敏授　高　　桑 健

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎
‘‘ fri－Con”　ptfill　Type　Low　Spcci　l　Flotatiort　，FX・’lachine

Proら　T三しkcsh「L、kakUWa．

　　Tllis　f1etation　machine　is　invented　by　the　auther．　lts　rderits　are；　（1）　the　construction　is　simple

（2）　the　speed　is　very　low　（3）　the　flotatlon　action　ls　very　good　（4）　the　power　consumption　is　small．

Therefor，　a壬！otati6n　machille　far．1arger　than　used　aゆreseat　can　be　constructed．　A．　Iarge　machine

with　a　rotor　of　3　m　d’ia．　a，nd　2m　width　，is　under　construction　at　Vbari　Ceal　Mine，　as　it　is　very　disirable

ar　a　coal　pi：epara・tion　plant　to　have．　a　machine　sVith　a　large　capacity．　Another　test　as　a　unit　（flotation）　“

machi縫e　in．agrinding　circuit　to　avo三d　the　lia：mful　overgrlnding　w逝be　bone海this　year　at　the

ItQmttka　iStlercury　一Mine．　lt　is　believed　that　this　machine　is　very　suitable　for　such　l　rough　work一’

’N

鼠 夷
A．．　緒　　　　　　　 署　　　・・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　186

B・構造及び作朋　　・…・％．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187

C．　鑛．石e・こ墾重する蟹験　　　　　・…　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　一・　］90

D．石炭に目する一二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　192

E．結　 び∵・・…・　　　　　　　　　　玉93

　　　　　　　　　　　　　　　　　A：緒　　　醤

　　現在主として用ぴられてるる浮選機のM－S“Sub－A”，　Denver‘“Sub一一A”，　Fag『rgrea及びK：．　alユd　K：．

浮選機に於ける室氣混知は，①パルプの激しい携拝と，②高峰同韓艦の背面に生する室虚のために

室氣がパルプ中に吸ひ込まれることによるのである．從ってインペラー或は圏鱒子の周漫遽度の大

きいことが必要である．これらの機械に於ける剛醗鐙の陶轄数及びその周邊遽慶は第1表に示され

樋姪ある．こ嚇な簡三態である崩に購部分の磨耗が激しく，9．つパルプの激し曜動

のために容槽内面の磨騰亦激しい・叉K：．・・dK機以外の機械では剛購匪の刻繍が犀轄鎧の重

心から可な塾離れてみるために同轄部分が均衡を失しなV・様に特に留意して製作叉は修理せられて

も，運傳を績けてるるうちには，どこかに：緩みが出來たり或は同縛部分が不均衡に磨耗したりする

ために振動が起り，それが機械全艦に波及して機械全膿が損傷して來る．これを違けるために陶鱒

を落ナことは，謹泡力が弱くなるので許されない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　毒



磨選機型鴛速浮洲幾

　　　非常時中は資材及び勢力が戯しぐ不

　足しだので浮選機其他の補修及び部分品

　の入手が極めて不如意となり，その絡末

期の近くでは・加一瞥に蓮榊£　鰯を

　響き’，生産に重大な結果をきたす徴候が

現れて來た。著者はこの危局に鷹する策

　について考慮を墜ち・し，浮選考について

結局ここに詑蓮する檬なi逮度が遅く且つ

容易畷儲來磯回を創案し遭虻
研究窒員の手によって，有り合せの資材

・を集め，三三用の機械を作製し，昭和20

年コ2月三菱手稻鑛由選弓場で實験に着

手した．その後寒氣のために實瞼を擁蕩止

　してゐ掩が，　昭麹2正年4月初旬再開し

て，一慮の試験を絡了することが出來た．

　その後夕張三二第二坑選炭工場に移動し

て石炭凧としての猷験を行った、本機は

その形が三三獲明）の三選機）に似てみ

るので磨選三型低回浮選機りと名づけた．

第1表　浄選概の圏縛漣度寧
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4．阿上lP，97∫
誘．岬．G・・din，　FI（）1・t画N痴V・・k．　P・。193恥蹴

　　　本實験には手稲鍍由長千葉健太郎民，三選鐡課欝鐸ケ江次郎氏，局課員斬」原器佐夫氏．當織の

　　　　　　　　　　　　セ　タ張三業灰長竹鶴可一氏，選淡課；慶仲倒行雄氏，同課員新川一氏考阿工作燐員，設計課風選表工

　下弓等の絶大の援助を得た．三門初に於ける機械7）作製及び据付けは特に寒i氣¢）酷しV・時にあたつ

　海のであったが研究室員島田三毛蔓澤，痢醐爾汝の献身的努力によつ刻｝㈱礎鋤られた．特に

　記して厚く感謝の意を表するものである．　　　帆

　　　　　　　　　　　　　　　　脇．機械の構逡及び作用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒま
　　　野崎は最秘の賓験に脚られた機械畷三三1ド第2圖はr三振・第3岡は瀬騨であ7Sl・「

藷簸3岡では機械の前荷の突lilした部分（他の㈱齎に（B）と記してある）を除いてある．各岡についゼ

　同じ符號は夫々同じ部分を示す死、

　　　水穂（A）の中に，水畔軸倒咽晒する大晦な醜筒形の賜田子（C）がある．、この剛轄1子の周囲には

　水を汲み上げるバケツの役目をする細長〉・箱が多数ついてみて，結局胸娘子の形は水車の様な形に

　1）　特許第129崔53勃を．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、　　　　m

　2）高桑健，躰鑛業曝藩，53巻，6黛7號，（1繍三2年7貼460頁ピ
　　3）　ag噂・評第175402駒懸　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　“　　，



188　　tttt／　　’tt　t’t　一t商一桑

なるのである。水槽の前事に漣煙して泡沫窒（B）

がある．實験ではこの翻の様な形の泡沫室を用ぴ

たがこれは尖函の形にしでもよいことは明かであ

　　　　　がる．水槽中のパルプの量は，そのパルプ闘が剛馨

子（C）の軸が水槽（學の側壁を貫通する孔の下に

あってその孔からはパルプが漏れ撮ない程度に保

たれる．

　　水槽（A）と泡沫量（B）とは仕切板（F）によって

　　　　　　　　　　　　　仕郵られ，水槽中のパルプの擬謝状態が泡沫窒に

波及しない檬になってみる．その仕切板の下端は

第1騰及び第3圏に示された檬に水槽の底までは

止せすして通路（G）を残す程度になりてみる．叉

その仕切板にはパルプ面の高さで雨側壁に近い所

に窓（E）があって水槽（A）と泡沫室（B）の上：方水面

部分に於ける連絡路となってみる．泡沫室（B）の
　　　　》
中にはスクレt・・”パーコンaj　・一ヤ・一・（D）があって，

その上側は大艦パルプ梶）水面に一致し，下側は泡

沫窒の底を訳する様になってみて，上側はパルプ

健
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第　2　圏
面上に禺來た泡沫縢を前方に押しやbて精鑛として撲出し，下側

は沈んだ砂を水槽（A）の方に蹴り返へす薄雪をする．この部分は

越南な分級尖函の形にすることが掲來，現在はi：の回附の形とし

　てるる．　　ttt　　　　　、

　　・パルプは水槽の側壁に設けられた恵庭管（J）から入り，反罫

側に作られた排鑛口（H）及as’　（1）から出る：砂の細かい部分は上の．

排鑛口（H）から溢れ出て；粗らくて握れ出ない様な砂は下の排鑛

・ロ（1）ゆ細る・水槽内のパルプ面の高さは手脚（H）の溢流線の

高さによつて定まる．パルプの給量が急に増加して水槽中のパル．．　　　x

プの綱が上昇し泡港前面の髄脳鑛泡沫の鵬所から淋　・　第3國

出て精鑛va混合して，精鑛層位を損ふ様なことのない様に・捌i相（H）の翻茗線を隊るだけ長く

　とってある．水槽中のパルプ而の上の泡沫厨が排鑛口（H）に到達しない様に排鑛口（H）は（L）なる

垂準の板で育まれ，この通路によって排寵せられるパルプは水槽内の深い：所から導き鐵される様に

　なってみる．’　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　同鱒子の周邊にbいてるるバケツの役目をする箱（K）．は断蕨が三角形で，その一遽が開いてね



　　　　　　　　　　　　　　　　　腿撃　弐讐機　型　低　叢塞　湾≧　漣璽　機　　　　　　　．　　・　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　189tt

る糸脹い三二添剛調子の二野」玄｛矧踊についてみる・剛軒は水ZFの剛嗣llhに2枚の丈夫

なi鰍をや轍して糊凹し・その購の岡遊三創衆切回り・そして前記の三角箱（K）忌め

込み園肥して弓形を作らせたものである．

　　嗣二子は第1薗に矢で示した方向に同韓し，その！醐専速度は同復のボr・・’ルミルに於ける臨界同

門魔越さ舳・控騨とする・御て四駅離に於ける剛螂澱砒絞擁ば励て鶴，

いものである．現在の浮選機中最低遽なる30吋160LP．田・のK－K浮野機でも，周邊！速度は1250ft／

mill・で下るが本町澤機では1司縛子の直径1輪陶縛数40／mi！しとすれば・その周邊速度は412　ft加i韮し

にすぎない・剛專中は，三∫剛胆が圓D左に來塒にパルプを汲み上げ，右の方に來る途中で・ξ角

箱の申のパルプは流れ1＝｝1ゼ，右の：方に來た縛には三角箱は塞になってみるので，三角糖の中に室氣

説味つたままパルプの中に入’り・磯が進むにつれて・9ルプpl’・で三角雪上継になるために・そ

の申の察i氣はパルプ中に放出せられ，、起泡の役臼をする．町中で三角箱からこぼれ落ちたパルプは

パルプの衙に突きあ旋リカスケード法と同様にしてそこに起泡作用が現れる．叉パルプ中を大嚢な

三角籍が出入りするのであるからパルプは相當激しい擁爾L作用を：受け，これによっても起泡作平が

生する．この擁馴塁壁膝パルプを上下に引つくり返して塞氣とパルプを混合する様な性質のもので

励て暦齢な野郎である．三鰭1力鞭ゆら水中に入る時にはその背敵鶴が麟，そみド

7eめ察氣がパルプ巾に引き込まれ，このためにも水申に泡がttl肥る．これら藪種の作用の合作用に

よって起泡せられるのである．　　’　　　　　　　　・

　　三角箱が水中鱒入る時1こ越口が下向きになつ丁みて箱の中には塞氣が入ってみるから，その塞

氣がクッションの1則ヨをして，三角箱が水面を打つために受ける力を下平する㌦
　　　　　　　　　　　　　　　しな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

　　同三子の爾縛速度を大きくすれば，三角下野のパルプは遠心力によって飛び晒してしまうのみ

ならすパルプが物置子についたままの歌態で圓縛し，パルプが察申を通ってパルプ両に落ちたり，

パルプ中を三角籍が勲いて擁拝することに依って趨る上下ぴっくり返し的の蝿臨作用や，それによ

って起る起泡作用もなくなり，起泡作用等が極めて不十分になる．

　　剛天子悶縛のためにパルプ面の一方が高くなり，高く除つたパルプはパルプ面に滑って流れ下ら

りここに表両流が出塁嶺　その流れの方向は泡沫室に向ふ。パルプ爾に禺來陀泡沫騰はこの野面流

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アじめために泡沫窒に向ひ，仕切板の爾側にある窓（E）から泡沫門内に出る．　一：方水槽内の下底では前

記表三流の逆の方向に向ふ流れが出下る．泡沫室で泡沫力斗ら落ちて底に沈んだ砂はスクレドパーコ

．ンベーヤーで水槽∠）：方に逡られ，仕切板と水槽の底との聞にある通路（G）に達し，この水槽申の底

の流れによって水槽内に引き込まれ，水槽内の浮野作用を繰り返して受ける様になる．

　　遡繍第綱に撚れた榔水1松り蠣が狭い・第四醐四季数回の脚部の側壁
は主軸線に封して斜になってみる．水槽中から激しい勢で爾て來たパルプはこの斜の側壁に衝突し

てその勢を殺がれ，比較的静かに泡沫窒に入る。泡沫室のスクレドパーコンペβヤーの遽慶によっ

て泡沫が泡沫門中ζ滞留する時聞が調節せられる．滞留蒔聞を長くすれば，泡沫の潰滅融合の度が



　　　　　脇噛

1go @，ttt　　・　ttt　’，高　筆　　健．、　　　　　　．

高くなって泡沫贋の上部の品位が高められ，從って精算の一位は高くなる．この泡沫室は既解した

様に尖函O’`にしてスク1・・　．一パーsコンペt・・一ヤーを用ひない様にすることも可能である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．鑛石に劉する實験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ジ

　　　　善通に考へられる實験用浮野機程度の大さでは，本甲選機の作用を十分獲擁せしむることは不

　　可能であると考へられるので，大型め中間試験機程度の大さのものを試作して，三菱手稻極倒の選鑛

　　豚撒つけて洞撒場ρ主系統の堕罪へのパ・げを分割して椎に供給して瀬を行った・

　　．機陵の大さは，剛柑子の外周直径1m，剛専数は40・36・32秘m・。の3段に攣へられる様にし

　　た．その周回1速度は夫々412，371，330ft／min．である．、同縛子の周蓬についてみる三角箱の長さは

．・
@770mm・その数は12箇，その壁面の三角形は鷹邊86　mm・2邊120　mmの二等綾三角形で底蓬の

　　所があいてみる■・この一つの三：起臥の容量は約4．4βである．三角箱を保持する2救：の圓板の關隔

　　は480　mmである．穿って三角箱の爾端は110　mmだけ角の様に園板の外に出てみる．水槽は前記

’2枚の圓板によって三つの部分に匝切られるが，その聞の流通をはかるだめに圓板には相階数の孔

　　があけてある・同時子の三角箱によつ丁汲み禺されるパルプの量はその同概数40・30・32r・P・m・に：

　　於て夫晦分310即8％1684である・4れらの割合を求むれば夫k　100・　90・　80　1なる・

　　　　水槽は奥行1110　mm，幅950　mmで庫の部分は多角形となってみる．水槽の前面に連接iしてあ

　　る泡沫室は畏さ560　！nm，幅490　mm，深さ200　mm・である．尾鑛排出口の盗流線は洞｝博子の軸の中

　　心から約・100mmの下の所にあfcる．同韓子の三角箱の端は水門の側壁から約200熱懲離れてみる．

　　　　水槽中のパルプの量はバケツで水を汲み入れて實冷した結果は約480　¢となった．同縛子が圃　．

　」博すれば，既に下野した様にパルプは同齢子の三角箱によって高く営み上げられるので，槽内に保’

　　聴せられるパルプの量は静止の時に比罰して増加する．槽内のパルプ蘭揖機械の配置中は激しく動

　　饗し，パルプ充鞘の限界を了E確に則細めることが困難である允めに正確な實測は不可能であったが

　　緻：同の實測の結果ぽ大器次の平な｛1｛．g　it得允．

　　　　　　　　　　32r．1》m．の時　　槽内パルプの増加壁’　20£

　　　　　　　　　　36r・P．m，の時　　槽内パルプの増力il量　　222　　　＞　、

　　　　　　　　　　40r。P．m．の聴　　槽内パノLプの増増量　　25忍

　　　　即興岬町機内には約脚¢のパ・・プが保持せられてるるのである・既述した様に剛軒の

　　同轄によって三角籍のために汲み撫されるパルプの量は同離郷によって異るが，今40　r．p．m，の時を

　　取れば200〃min．である．即ち全量約D「OO　eの糟内パルプは2．5分毎に1同室i氣中に汲み1｛4される

　　機會を得ることに；なる．　．

　　　　湖（を陣て各国轍嚇の趨包lik態観るva，32　r．p．m・・36・bP・m・．及び40・・P・m・では殆んど、

　　差異は認められす，泡沫室に泡沫がよく邊出するげれども，同調鍛を48r．p。m．にした時には氷が同

　　縛子に附回したまま陶縛する様になり，泡接量へ泡沫が進出することが殆んど認められなかつf．
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然しこの同縛激賢もジ浮逡パルプを供給し，起泡翻で麹泡すれば，槽内で綾々と磯生する泡沐が前

編來だ泡灌泡灘へ押し毛無腺同機としての作用は行田るものと考へられ，蜘譲瞼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖の結果もその通診であっ疫が既記した理由に：よって40，36，32　r．p．m．で魔験を行った．

　　運糠は耳茸三訂績したけれども，試料の探察は恒常歌論に直したと判断せられる檬になった時

に1岡行肺た・採取し鰍料について金銀銅の分析を行ひ，次の第壊の三遍果を徽．この

結果からは，剛轍の墾化による二選作用の攣化を認めるeとが躍§なかつSe．第2表下段の籾選

第聴鉱物と幡のゆ鶴の励畷賑継【胴灘雛綿のD・nver‘‘S・・b－A”腿獺櫛

ら瞬御世に扇取しfe試料¢ついての結果である．

　　　　　　　　　　　　　　　　第2表各産物の鹸位　　　　　　　　一
　　一　　　　　　1

㌦翻｝同轍
　　　　i｝　．．P．m塾

　　1　　i　40　．

　　2　　、　　36撃

　　3　　1　3S）

　　4　i　：］2

　　er　i　；S6

’　　塵　　　　均

　　粗選第1槽の解物

1：1騰1

国1｛

i　2・os　1　34．so

1

1：劉1鴛

il騰

。．2s6
@1　w．76

1携

i．lzi．．S

i　、3三436i

1：1謂：1慧：1儲

ll陰園1　

弼・・L1酬・9：・琴1…

剛・・d8・・卜 2．o　・1　3i．o．i　o．m．

　　試料の弓取は瞬閣白雪であり，原鑛，精鑛，尾鑛を殆んど同縛に採取する様にして行はれた．大

きなバツ｝を各産物の流れる樋の落ちロへ差し入れてパルプを受取り，そのまま秤量し引つづ邊電

氣乾燥器で乾燥し再び秤量して産物中の水量を知り，風袋の重さを闘に三って乾燥試料の国方を知

り，それから夫々のパルプ濃度を算出し疫．精鑛については，その産蹴壁を知るために試料採取の

嚇雄に1今30秒綻めた融くして求めら骸鑛験に於けるパ・・膿慶及粥一一の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3表に示された様な結果となつ）セ．
　第3表　パルプ濃度及び精憎憎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今第2表に示されだ単均品位をもとにして，陶牧率

番號

i

2

3

4

0r

　　パルプ儂度
＿鰯｛理るご懸ご・、％L＿

噸騨精二陣嬢
20．0

39．6

32．1

：　O．1

27．1

器．4

3学．8

2S．2

29．4

25．9’

27．4．

‘ll．2

3躊．9

3正．5

17．t

欝鑛：畿

k9／hr。

及び選鑛比を計算ずれば第4表の様な結果となる．

23．2

53．4砦

2五2

25．2

15。8歯

鞠剛剛・2・・ト脚
N印は挙均の計算に加へ如・つた・

　第4，表　燭牧i率及び三三比

　　　　　に　　　　　　l
　　　　　l同心（％）i巨鳥比
　　　　　ゼ　　　　　　　　　　ヨ　　　　ゴげ　　　　　

金について！蝦　1ユ9茄
鍵らいて　農8。1，1．、

鋤・つい・　四捨・・

拳均ド「「…ビ

　　第3表の縞鑛

薩出量の野均及び

第4表の選三郷の

牛均から原鑛の時

論を計箪すれば

495kg！hr。となる．

第3表の四脚のパ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルプ灘の穐を30％とす斌源パ・・プ縫は醐k・価となる・パ・レプ灘30％嚇のパ

ルプの比重を1．23eeとすれば，凍パルプの給量は容積で1340　¢／hr：となる．、既知の回り槽内には約

500　eのパルプが存在するのであるから，本四験ではパルプの槽内滞留時聞は約2．7分闇となる．tt

　　手稻鰍鰍場では灘機としてP・・v・・“S・b；A”式を用ぴてるる・その各1槽についての・・

ルプ滞留時廟は粗選匝では3分納，片匁嘘理匠では10分麗，精選魅及び清掃匝では各5分間であ

ρて・各系統に於ける総滞留時点は粗面系統では46分闇，清掃系統では32分一，片双三理系統で

は1時聞20分力噸準となρてるる．

　　同選難場の實績と手燭験の結果を比較して良否を判籔することは，現段階では出面ないけれど

も導爆験は浮選の糊聯1槽に相卸一た種類の仕事であやからジ第2表に承された5幽幽の早漏

とk．の下段の付誕にある粗選第1槽の塵物の晶位とを比較すれば，本機の方が精鱗品位高く尾鑛品－

。，．位低し・故に本機は浮野作用において少なくともDenver　“SuP－A”に匹敵せしめ得る程夏であると

断じ得られる．

　　本實験に用ひた電動機は200　Voit　9．3　amp．（3　HP）59　r．P．m．のgeaエed　motorである．本浮選機

に水を入れなV・で塞運纏をした時es　52　amp．（約1．7　HP）の電流が通り，パルプを入れて正規の愚博

をすれば40r．P．m．の時には7．5　amp．（約2．4　HP），36箪m．の時には6。9蹴P．（約2、2　HP），32　r．P．m．

の時には6．3amp。（約2HP）の電流が流れた．即ち薬草数によって所要動力に差があり，40　r轟m．の

時を標準搾とれば36r・P・m・の時はその92％，32　r・P・m・の時にはその84％、である・

　　Dcnver‘ISub－A”浮選機で本機と略同様な容積を有するNαユ8　Denver“飯b－A”享孚干鯛につV・て

見れば；’その容積は495．5¢（本機では500　eと推算ぜられた），電動機の馬力は1槽當り2．OHP，

　4槽を用ぴた場合の虞理容量は45～70tとなってみる避本陣選機の三遷験に於ける盧理容量は計

算上既記の様に495kg／hr．であって，、これを24蒔間八りとすれば1188倣9，4槽を用ふればその

　4倍になるものとすれば，24時醐に：47．52tとなる．　　’　・

　　上述の様に浮選作用でも・所要動力量でも・虜理容量でも・Denver“Sub－A”機に匹敵すると

認められる。

　　本黒駒に於ける産物等

の鰯鵬i試験の結果の1例

を示せ融ρ四韻の勘

である．

第5表原鑛の飾別試験の1例
大　　室　　（メツシ）

・・5i65一…i…一瞬1◎㌘・・1ピ…ヒ計

i孚三三掌青錨重　　　　　2．15　　　　3LO8

浮選船脚遷　　　　43．85　　　　　ユ3．10

浮　墾璽原鐙量　’　　26．67　　　　35ユ8

に
5．01

5．25

4．26

7．75

4．17

2．35

54．11

33．53

睡53

IOO．OO

100．00

100．00

　　　　　　　　　　　　　　　エ）．石炭に下する實験

　手稻三山に於ける三三後，この機械を夕張炭二二2坑選炭工場に移設して石炭に封ずる實験を

N・印は手零醤選鑓i揚に；於ける標準f巌．

鞭印・Ri・王laτd・and　Lo・ke・T・xtb・・1・　vf　（）・e　1．》re・・i・9・3・d　Edコ940・P・・256
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行つPe．この時には泡沫室を尖刃とし，その幡を水槽の幅と同檬にL．fe．簑験に用ひk原町の解織

分析の結果は次の第6表の通りである．

　　　　　　　　　　　　　　第6表淳逞i試験原炭の分粒分析

メ ツ シ

纂　　　項 マ帥翻細・G一・・1・？一・・畠1・・一…i…一・・2ト・・5i隔耐

　　璽　t量　（％＞　　　0・33

Pt〆灰　分（96＞　33．76

51．Sgwu，，，’P
17．42

1．36

6．78

累算灰分（％）・

累算電鰍　（％）

33．76’　1　一w　2e’．61

0．33　　　　　0．7三

13．e3

2．07

工68

5．30

9．57

3．75

1．92

5．22

．　8．IO

5．67

4．39

6．OS　’

7．02　．’

10．06，

45．57

9．46

9．oor

or5．63

騒．37

33　84

　19．83

d　1｛｝O．OO

・玉00．0◎

　　實験にはパイン油（GNS）石炭低溢乾溜の三三，巾油，重油を用ぴた．機械の申を一定壷の水が

流れる様に水量を調節し，鑛液濃度が約18％になる様に微粉原炭の一定董を一定勲位中に蓮績的

に供給することにした．晶質験は約1時關蓮績一纏をして試料を採り，各實験毎に全然藩規に實験

を始めfe・虚理容量は大約0・5　t／hr　　　　　　　　　第7衷　浮游選毅の結果　　　　。

であった・　同庶子の同順数は33

r．P．m・であっ：て，これよウ低い綱

縛数では魁泡が十分でなかった．

　　實験の結果は次の第7表の通

りである．

　　この結果を見れば，求機に於

ける浮選作用は満足すべきるのと

見られる．例へば中油約1kg／ton月」

ひ允時に：は精7i；如露9・7％，贋眉品

分82。6％，島牧i率約88％である．

　　　　　1油　量
油の種類
nrrm．．nv－wwun－1一一．（Kg一／tL．

原炭灰分

　g9162

精炭灰分

　（笈）

獅灰分1隠士。）
，　（，e．o”）　1’”C；’ze／）
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軽　　．胴

中　　油

　重　　汕

s’

　E，結

　　　　de

O．27
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20A4　1　s．37　1　b，6．g2・

19：量　轟il襯
　　　　　　　し

。．61　1　lg．33
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　　　1
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．e．83，　［　19．96

’1．lj　1　19．96

一〇r．g．」．　1　37．or6

S．13　1　63．60
・12．22　i　69．2＆

6S4　1　IO．28　一
7．22　1　63．（）9
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e．44’

1．oo．
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玉99δ
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19　96
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6．og
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38，54
4．　4．10
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80．S
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etr4．4

57．3

61．7

論

’「．魔閲　．．阜　”岬　　鱒りsOP……　　…

　　剛堅機（Gri－Con　Mill）の形をなし，同鱒三度が極めて小さく，製作の極めて容易な浮選機を試

作して，三菱手稻鑛叫で窪石朋としての試験を費ひ，夕張炭鶴選炭工場で石砲陣としての試験を行

った．本浮野機は質用機としての機能を十分に有ξ，起泡力，虚理容量及び動力凸凹量に於て現在

行はれてるるDenver‘‘Sub－A”糊目1麗に比1回して劣らない．

　　本暦に於ける憎憎速度の小さV・こと，構造が傭畢であり製作が容易であること，擾野作知がパ

ルプを上下ひっくり返へす様な性質のもので極めて徹底的であるごと，動力溝費量が少ないととな

どは他の浮選機の企て得ざるところである．

　　又本機のその樽逝及び作用上他の三斜槻拝式浮選機では不可能な一難の大きさ・例へば直揮

x
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3m，幅2mの同縛子を有する様な大きさのものを作製する～二とが可能である．

　　選鑛の磨鑛系統に於ける過陣防止法として，ボールミルと分級機の闇に浮選機を用ふることは

有効なことであると認められてみる．この日的に用ひられる浮選機は激しV・磨耗に耐えねばなら

ない．從來の浮選機では高速同韓のために磨耗が激しく使用に耐えない場合が多い，本機は低遽で

あるために磨耗が少なく，且つ容量の大きなものとなし得るので，この目的に極めて適潤したもの

であると考へられる，　この試験は目下北海道イ1・　A力群山に於て進行中である．第4圃は同鍍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　山選鑛場に設けられたユニ

秘，・P
激’，い　　綜ノ

”醗’藤纂’

、’
C堺
舷’　一

雑’

　　　　　第4圖＝L・＝ットセルとしての謹選轟轟低蓮浮選機

る．試蓮縛の結果は作用，動カ所要量等満足すべきものである．本年中には試験完了の豫定である．

　　從來石炭の浮選にも鍍石用の概械がそのまま用ぴられてるた．石炭の場合は鑛石の場合に比べ

て特に設備を輩純化する必要がある．小容量の機械を多敬用ふるよりも大容量の機械を小数使用す

る方が濾當なことは明かである．本機はその構邉上及び起泡作用の性質上大きな機械とすることが

可能である故，この日的のために目下夕張炭磧に於て踊躍3m，幅2mの試験機の製作を進めてみ

る．

ツトセルとしての本機であ

る．圖の右方はボールミル

の排鑛ロ，後方は分級機の

一部，その間に本機がある．

申央の箱の中に同竪子の一一・

部が見える，箱の前面には

フロスの掻出装置が見え

る．箱の後方にある四角の

箱はユニットセルの排鑛を

分級機に汲み上げるバケツ

トエレベ”ターのケースで

ある．同蒋子の大きさは直

径約1．2　m，幅約1mであ

x

　　［付記］　この中条瞼機の研究は學振援助金及び文部省科學研究費，イトムカ鍍山に於

けるユニットセルとしての試験及び夕張炭鵬に於ける大型機の試験は，文部省試験研究費

によるものである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23．3．21．）
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